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【
吉
崎
】
年
末
を
迎
え
、
市
内

経
済
は
極
め
て
深
刻
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
商
工
会
議
所

や
事
業
所
訪
問
を
再
度
行
い
、

声
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
と

く
に
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

小
売
業
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
持
続
化
給
付
金
の
再

交
付
を
求
め
る
声
や
、
廃
業
も

考
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど

も
聞
い
た
。
商
工
会
議
所
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
北
都
信
金
中
小

企
業
景
況
レ
ポ
ー
ト
な
ど
も
含

め
て
、
現
状
認
識
は
ど
う
か
。 

【
市
】
売
り
上
げ
減
少
の
底
は

出
た
が
、
飲
食
業
な
ど
は
回
復

状
況
と
は
言
え
な
い
。
景
況
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
全
体
と
し
て
５

四
半
期
ぶ
り
の
改
善
方
向
と

は
な
っ
て
い
る
が
、
11
月
以
降

新
規
感
染
者
が
増
加
し
て
い
る

中
で
、
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。 

【
吉
崎
】
こ
の
間
、
中
小
企
業
の

支
援
策
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
活
用
実
績
は
ど
う
か
。 

【
市
】
持
続
化
給
付
金
、
雇
用

調
整
助
成
金
は
、
国
制
度
で
市

内
実
績
は
つ
か
め
な
い
。
市
独

自
策
で
は
、
融
資
の
信
用
保
証

料
支
援
（
40
万
円
限
度
）
が
交

付
17
件
（
３
２
３
万
）
、
国
の
持

続
化
給
付
金
の
対
象
に
な
ら

な
い
所
へ
の
支
援
（
前
年
比
売

り
上
げ
減
少
率
30
％
～
50
％

ま
で
）
49
件
（
２
４
２
６
万
円
）
、

テ
ナ
ン
ト
特
別
支
援
金
１
１
３

件
（
１
５
３
８
万
円
）
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。 

【
吉
崎
】
各
種
支
援
制
度
の
延

長
や
再
交
付
な
ど
は
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。
国
へ
も
声
を
あ
げ

て
い
る
か
。 

【
市
】
市
の
緊
急
経
済
対
策
会

議
な
ど
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

国
・
府
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
を

補
う
努
力
を
し
て
き
た
。
今
後

も
国
の
追
加
経
済
対
策
や
府

の
補
正
予
算
、
近
隣
市
の
動
向

を
み
な
が
ら
対
応
し
た
い
。 

【
吉
崎
】
雇
用
状
況
は
、
有
効

求
人
倍
率
を
み
る
と
９
・
10
月

と
も
１
を
切
っ
て
い
る
。
新
規

求
人
数
の
前
年
同
月
比
で

28
％
減
。
企
業
の
側
も
採
用

基
準
を
厳
し
く
し
て
い
る
現
状

も
あ
る
。
と
く
に
非
正
規
（
派

遣
含
む
）
の
雇
い
止
め
の
実
態

は
か
な
り
厳
し
い
状
況
で
は
な

い
か
。
大
手
の
市
内
企
業
で

「派
遣
切
り
」の
声
も
あ
る
が
。 

【
市
】
府
営
工
業
団
地
の
企
業

で
は
、
「雇
用
調
整
助
成
金
」
を

活
用
し
て
雇
用
は
維
持
さ
れ
て

い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

そ
れ
以
外
は
正
確
に
は
わ
か
ら

な
い
。 

【
吉
崎
】
収
入
減
に
伴
う
消
費

税
の
納
税
猶
予
制
度
は
ど
う

か
。 

【
市
】
年
度
は
じ
め
に
、
法
改
正

が
行
わ
れ
、
納
税
猶
予
の
特
例

が
設
け
ら
れ
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
今
年
２
月
以
降
、
前
年
同
期

20
％
以
上
減
少
し
た
事
業
所

は
、
消
費
税
以
外
の
税
目
に
つ

い
て
も
申
請
に
よ
っ
て
１
年
間

の
猶
予
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 

【
吉
崎
】
コ
ロ
ナ
禍
で
国
保
料
の

減
免
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
が
、

申
請
状
況
は
ど
う
か
。 

【市
】10
月
末
で
21
件
の
申
請
、

約
４
５
０
万
円
の
減
免
措
置
を

行
っ
た
。 

【
吉
崎
】
減
免
制
度
の
啓
発
が

不
十
分
で
は
な
い
か
。 

【
市
】
可
能
な
方
法
で
啓
発
し

て
い
る
。
電
話
・
窓
口
で
も
丁

寧
に
対
応
し
た
い
。 
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コ

ロ

ナ
禍
で
の
市
内
経
済
支
援
対
策
の
強
化
を

 吉
崎
 

久
 

 

左から 中島、搗頭、井田、吉崎の各議員 

2021年度 「綾部市予算に対する申入書」 を提出 

「予算に対する申入書」の項目 
１．新型コロナ危機から、命と暮らしを守る 
  対策を 
２．防災対策の抜本的な強化を 
３．「蚕都あやべ」で培われた高い技術力 
  を生かし、産業の活性化を 
４．くらし応援と人にやさしい「福祉のまち」 
  づくりへ 
５．住みよいまちづくりをめざすこと 
６．子どもたちが輝き、いきいきと育つ学校 
  教育を 
７．情報提供と公開を原則にした公平・公 
  正な市政運営を 
８．世界連邦都市宣言第一号の綾部市に 
  ふさわしく平和と憲法を守ること 

 

昨
年
、
中
国
で
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
世
界
中
に
拡
大
し
、
命
や

暮
ら
し
、
経
済
を
か
つ
て
な
い

ほ
ど
に
脅
か
し
、
社
会
の
脆

弱
さ
や
矛
盾
を
明
る
み
に
し

ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
地
域
を
ま
わ
り
、

経
済
雇
用
対
策
、
市
民
生
活
、

教
育
と
子
育
て
、
医
療
・
介

護
の
分
野
に
つ
い
て
4
次
に
わ

た
る
緊
急
申
し
入
れ
を
行
い
、

一
部
は
今
年
度
補
正
予
算
と

し
て
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
内
で
「
第
３
波
」
と
言
わ
れ

る
感
染
拡
大
が
危
機
的
な
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
更
な
る
手

立
て
が
必
要
で
す
。 

 

綾
部
市
の
２
０
２
１
年
度

予
算
編
成
方
針
は
、
財
政
見

通
し
が
厳
し
い
と
し
て
節
減
・

抑
制
を
前
面
に
し
た
内
容
で

す
が
、
自
治
体
財
政
が
厳
し

い
と
い
う
事
は
市
民
の
生
活

も
同
様
に
厳
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
「公

助
」
を
し
っ
か
り
打
ち
出
す
こ

と
を
求
め
、
11
月
26
日
、
私

た
ち
議
員
団
は
右
の
予
算
要

求
書
（
８
分
野
１
０
５
項
目
）

を
市
へ
提
出
し
、
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。 

「20人程度の少人数学級の実現
を求める意見書」の提出を求める

請願に賛成 
（結果は賛成少数により不採択） 

請願者による趣旨説明の様子 

 

12
月
議
会
に
綾
部
市
教
職

員
組
合
な
ど
か
ら
表
題
の
請

願
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
の
た

め
に
身
体
的
距
離
の
確
保
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
達
が

長
時
間
過
ご
す
学
校
の
教
室
で

十
分
な
身
体
距
離
が
確
保
で
き

な
い
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
す
。  

 

国
は
小
学
校
の
み
現
在
の
１

学
級
40
人
か
ら
35
人
以
下
へ
来

年
度
か
ら
5
年
間
か
け
て
移
行

す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
が
、

京
都
府
独
自
の
取
組
み
に
よ
り
、

す
で
に
市
内
小
中
学
校
で
は
35

人
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
効
果

は
限
定
的
と
思
わ
れ
ま
す
。
現

在
、
市
内
小
中
学
校
で
30
人
以

上
の
学
級
は
11
％
、 

20
人
以

上
の
学
級
は
54
％
で
す
。 

 

格
差
が
拡
大
し
、
貧
困
・
虐

待
・
発
達
障
が
い
な
ど
手
厚
い

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
は

増
加
し
て
お
り
、
教
員
の
多
忙

化
改
善
の
た
め
に
も
、
さ
ら
な

る
少
人
数
学
級
化
に
よ
る
正
規

教
職
員
の
増
員
が
必
要
で
す
。 

 

少
人
数
学
級
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
教
員
と
子
ど
も
、
子
ど
も

同
士
の
関
係
や
子
ど
も
の
気
持

ち
に
良
い
影
響
が
あ
る
と
の
研

究
結
果
が
数
多
く
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
力
に
つ
い
て
も
、
特
に

家
庭
的
背
景
に
困
難
の
あ
る
子

ど
も
に
と
っ
て
効
果
が
大
き
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

賛
成
は
日
本
共
産
党
の
み
で
、

そ
の
他
の
会
派
は
、
「
国
が
30
人

学
級
を
目
指
す
と
い
っ
て
い
る

状
況
で
、
20
人
程
度
学
級
は
行

き
過
ぎ
」
、
「
市
内
で
は
す
で
に

約
半
数
で
20
人
以
下
学
級
と

な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
理
由
で
反

対
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。 

事業所など訪問の様子 

 新型コロナ感染症拡大による医療の非常事態を考慮し、私たち議員団は
年末年始のご挨拶、式典等への出席を遠慮しております。 引き続き感染症
の終息に向け取り組んでまいります。 

山﨑副市長へ申入書を手渡す議員団 



左
記
一
覧
表
の
議
案
の
内
容 

①
・② 

  

12
月
議
会
は
、
条
例
改
正
15

件
、
補
正
予
算
10
件
、
そ
の
他
1

件
の
合
計
26
件
の
議
案
審
査
を

行
い
、
結
果
は
全
て
可
決
。 

①
条
例
改
正
、
補
正
予
算
等

の
主
な
内
容 

●
条
例
改
正 

・
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
市

長
・
教
育
長
・
議
員
・
一
般
職
員

等
の
期
末
手
当
を
引
き
下
げ
る

も
の
。 

●
補
正
予
算 

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
ひ
と
り
親
世
帯
へ
給
付
金
を

再
給
付
（
１
世
帯
５
万
円
、
第
２

子
以
降
1
人
に
つ
き
３
万
円
） 

・
議
会
及
び
庁
内
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
等
を
整
備
。 

・
市
内
飲
食
業
等
の
利
用
推
進

す
る
た
め
、
販
売
促
進
支
援
。 

・
市
内
宿
泊
施
設
で
利
用
で
き
る

宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
。 

・
綾
小
の
体
育
館
、
中
筋
小
北
棟

1
階
の
ト
イ
レ
改
修
。 

・
綾
小
音
楽
室
・
図
工
室
、
吉
美

小
音
楽
室
、
豊
里
小
音
楽
室
に

空
調
整
備
。 

 

②
国
に
向
け
て
『
20
人
程
度

の
少
人
数
学
級
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
』
を
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
請
願
書 

 

（詳
細
は
表
面
） 

福
祉
施
設
の

感

染

抑
制

を

最

優

先
に

 

井
田
佳
代
子

 

【
井
田
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
第

3
波
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、

高
齢
者
の
感
染
割
合
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
（
11
月
末
時
点
）
。

医
療
機
関
、
介
護
福
祉
施
設
、

学
校
、
保
育
園
な
ど
多
大
な
影

響
が
出
る
施
設
で
集
団
感
染
を

出
さ
な
い
こ
と
が
重
要
。
府
内

高
齢
者
施
設
や
病
院
で
の
集
団

感
染
も
複
数
発
生
し
て
お
り
、

綾
部
市
内
で
の
確
率
も
高
ま
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
特

に
高
齢
者
施
設
で
、
リ
ス
ク
の
高

い
方
々
の
感
染
を
抑
え
る
こ
と

は
、
重
症
化
や
死
亡
事
例
を
抑

え
る
こ
と
に
直
結
す
る
。
介
護

福
祉
施
設
に
新
た
に
入
所
さ
れ

る
方
の
検
査
を
最
優
先
で
行
う

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

【
市
】
国
は
、
感
染
者
が
多
発
し

て
い
る
地
域
に
あ
る
高
齢
者
施

設
の
職
員
・
入
所
者
に
対
し
、

検
査
の
実
施
を
都
道
府
県
に
要

請
し
て
お
り
、
京
都
府
で
も
感

染
多
発
地
域
で
検
査
が
行
わ
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
施
設
内

に
陽
性
者
が
発
生
し
た
場
合
に

検
査
が
行
わ
れ
て
き
た
経
過
が

あ
る
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
、
濃
厚
接
触

者
以
外
に
も
検
査
実
施
し
て
い

こ
う
と
、
京
都
府
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
に
報

告
さ
れ
て
い
る
。 

 

外
部
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち

込
ま
な
い
こ
と
が
重
要
と
い
う

認
識
は
あ
る
が
、
市
の
判
断
に

よ
る
検
査
を
行
う
考
え
は
な
い
。 

【
井
田
】
家
族
全
員
が
陽
性
、
そ

の
中
で
高
齢
者
1
名
が
陰
性
と

な
っ
た
事
例
が
あ
る
。
濃
厚
接

触
者
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
一

人
を
残
し
、
陽
性
の
家
族
は
入

院
ま
た
は
病
院
以
外
の
宿
泊
施

設
で
療
養
に
な
る
。
こ
の
場
合
、

誰
が
支
援
す
る
の
か
。 

【市
】濃
厚
接
触
者
が
陰
性
の
場

合
、
基
本
的
に
は
自
宅
待
機
と

な
り
、
親
族
が
生
活
支
援
や
健

康
管
理
を
す
る
。
在
宅
生
活
の

支
援
は
、
利
用
さ
れ
て
い
る
通

所
事
業
所
が
状
況
を
把
握
し

支
援
を
行
う
。
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
障
が
い
者
相
談
支
援

事
業
所
相
談
員
と
も
連
携
し
、

状
態
に
応
じ
て
訪
問
系
の
サ
ー

ビ
ス
や
支
援
を
行
う
。
支
援
が

可
能
な
親
族
が
な
い
場
合
、
施

設
へ
の
短
期
入
所
を
利
用
す
る

な
ど
対
応
を
検
討
す
る
。 

12月議会 
各議員の賛否の態度 

 

綾
部
市
な
ど
地
方
は
都
会
と

違
っ
て
医
療
体
制
も
医
療
機
器

も
十
分
で
な
く
、
都
会
で
助
か

る
命
が
助
け
ら
れ
な
い
。
高
齢

化
率
が
高
い
本
市
で
、
感
染
拡

大
を
さ
せ
な
い
と
い
う
決
意
を

求
め
質
問
し
ま
し
た
。 

 

【
搗
頭
】
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
場

合
、
初
期
に
抑
え
な
い
と
医
療

崩
壊
も
危
惧
さ
れ
る
。
市
内
で

の
流
行
初
期
に
は
、
迅
速
で
面

的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
実
施
し
、

感
染
拡
大
を
防
ぐ
手
立
て
が

求
め
ら
れ
る
。 

【
市
】
検
査
体
制
、
費
用
と
効

果
か
ら
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
広
く
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
で
濃
厚
接
触
者
や
疑
似
症

患
者
の
検
査
が
阻
害
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
国
の
議
論
や
検
査

を
実
施
す
る
京
都
府
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
市
と
し
て

対
応
で
き
る
こ
と
を
研
究
し
た

い
。 

【
搗
頭
】
厚
労
省
の
事
務
連
絡

に
は
、
①
高
齢
者
施
設
等
の
入

所
者
、
介
護
従
事
者
等
で
発

熱
が
あ
れ
ば
必
ず
検
査
す
る

こ
と
。
陽
性
の
場
合
全
員
の
検

査
を
実
施
。
②
高
齢
者
施
設

等
が
必
要
と
判
断
し
た
検
査

費
用
は
補
助
対
象
と
な
る
。
③

都
道
府
県
が
検
査
し
な
い
場

合
、
厚
労
省
が
善
処
を
求
め
る
。

と
、
厚
労
省
が
こ
こ
ま
で
言
っ
て

い
る
。
日
本
医
師
会
長
も
「
最

大
の
医
療
支
援
は
感
染
者
数

を
減
ら
す
こ
と
に
尽
き
る
」
と

発
言
し
て
い
る
。
綾
部
市
も
緊

張
感
を
持
ち
、
蔓
延
を
さ
せ
な

い
決
意
を
求
め
る
。 

 

市
内
で
の
発
熱
外
来
の
設
置

状
況
や
検
査
体
制
は
ど
う
か
。 

【
市
】
発
熱
外
来
は
府
が
指
定

し
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
。
綾

部
市
立
病
院
は
発
熱
外
来
を

設
置
し
て
お
り
、
医
師
の
指
示

に
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
15
分
、
コ

ロ
ナ
は
30
分
で
検
査
結
果
が
出

せ
る
。 

【
搗
頭
】
市
立
病
院
の
よ
う
に

発
熱
外
来
が
公
表
さ
れ
て
い
る

方
が
安
心
で
あ
り
、
改
善
を
求

め
る
。 

【
市
】発
熱
外
来
の
公
表
は
、
京

都
府
が
府
医
師
会
と
の
調
整

を
行
っ
た
結
果
だ
。 

【
搗
頭
】
コ
ロ
ナ
禍
で
看
護
師
不

足
が
深
刻
だ
が
、
も
と
も
と
ゆ

と
り
の
な
い
看
護
基
準
の
中
で

働
い
て
お
り
、
国
の
見
直
し
が

必
要
だ
。 

 

市
立
病
院
は
救
急
指
定
病

院
で
あ
り
冬
に
向
け
て
脳
・
心

疾
患
が
増
え
る
が
、
コ
ロ
ナ
病

床
と
の
関
係
で
看
護
師
不
足

は
な
い
か
。 

【
市
】
陽
性
患
者
受
け
入
れ
体

制
は
、
病
棟
か
ら
選
抜
し
た
看

護
師
６
人
１
組
で
３
チ
ー
ム
編

成
し
交
代
で
勤
務
し
て
い
る
。

病
棟
業
務
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
調
整
し
て
い
る
。 

 

3月議会の日程 
 
2月19日 議会招集告示 
   26日 本会議・開会 
3月 ７日 日曜議会 
  ～9日 一般質問 
   10日 総務教育建設 

                 委員会 

3月11日 産業厚生環境 
委員会 

  12日 総括質疑 
  16～24日 予算委員会 
  24日 採決・閉会 
  
※午前9時半から開会。 
 ぜひ傍聴にお越しください。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

 

 

緊
張
感
を
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て

感

染

拡

大

防
止

を
 

 

 

搗
頭
久
美

子

 

 

【
中
島
】
種
子
法
廃
止
、
種
苗

法
改
定
の
市
内
農
業
に
与
え

る
影
響
は
。 

【
市
】
種
子
法
廃
止
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
府
か
ら
安
定
的
に

供
給
さ
れ
影
響
は
な
い
。
種
苗

法
改
定
に
つ
い
て
も
市
内
農
家

へ
の
影
響
は
限
定
的
と
考
え
ら

れ
る
。 

【
中
島
】
種
子
法
廃
止
と
同
時

に
成
立
し
た
農
業
競
争
力
支

援
法
で
は
、
こ
れ
ま
で
都
道
府

県
等
が
有
し
て
き
た
種
苗
の
生

産
に
関
す
る
知
見
を
民
間
企

業
へ
提
供
す
る
こ
と
が
う
た
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
公
的
に

種
苗
が
守
ら
れ
て
き
た
米
、
麦

類
、
大
豆
な
ど
主
要
農
産
物

や
地
域
の
特
産
農
産
物
で
今

後
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

独
自
の
種
子
条
例
に
向
け
た

府
への
働
き
か
け
、
市
独
自
で
の

在
来
農
産
物
の
保
全
育
成
条

例
や
伝
統
的
な
食
と
農
産
物

を
守
る
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
育
成

条
例
等
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。 

【
市
】
府
は
種
子
生
産
と
供
給

に
関
す
る
要
領
を
制
定
し
対

応
し
て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、
既
に
市
内
農
産

物
を
小
中
学
校
の
給
食
に
活

用
し
、
米
飯
の
米
は
市
内
産
を

使
っ
て
い
る
。 

【
中
島
】
２
０
２
０
年
、
市
内
で

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
営
巣
・ひ
な
誕
生

は
大
き
な
話
題
と
な
り
、
来
年

以
降
も
ぜ
ひ
綾
部
で
子
育
て

を
と
の
期
待
も
大
き
い
。
餌
場

と
な
る
環
境
保
全
型
農
業
や

有
機
農
業
を
市
と
し
て
積
極

的
に
推
進
す
る
べ
き
で
は
。 

【
市
】
環
境
保
全
型
農
業
は
、

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
て
振

興
に
努
め
て
い
る
。
有
機
農
業

は
、
収
量
減
少
、
病
虫
害
な
ど

の
課
題
か
ら
、
積
極
的
に
推
進

す
る
予
定
は
な
い
が
、
集
落
と

し
て
取
組
の
希
望
が
あ
れ
ば
支

援
し
た
い
。 

【
中
島
】
国
別
の
単
位
面
積
当

た
り
の
農
薬
使
用
量
の
多
い
日

本
で
は
発
達
障
が
い
等
の
有
病

率
が
高
く
、
特
に
子
ど
も
達
へ

の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
学
校
給
食
で
利

用
し
て
い
る
綾
部
産
の
お
米
を

農
薬
等
の
使
用
量
が
通
常
の

半
分
以
下
で
あ
る
特
別
栽
培

米
に
で
き
な
い
か
。 

【
市
】
現
在
、
給
食
で
使
用
し
て

い
る
綾
部
産
の
通
常
米
に
比
べ

て
、
特
別
栽
培
米
は
価
格
が
高

く
、
給
食
費
に
影
響
が
出
る
た

め
、
特
別
栽
培
米
を
使
用
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
農
協
に
よ
れ

ば
、
給
食
に
提
供
し
て
い
る
お

米
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
に
対

し
て
低
農
薬
の
指
導
も
含
め
、

十
分
な
品
質
管
理
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。 

 

市
内
の
農
業

を

守

り
、
安

全

な
食

を

守

る

取
組

を

 
中
島
 

祐
子

 

コウノトリ（上八田町の田んぼにて） 市立病院の発熱外来 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発

効
確
定
に
伴
う
意
見
書
」

を
採
択
（国
へ
提
出
） 

し
ま
し
た
。 

市
議
会
設
立
70
周
年
記
念
事
業 

「
次
代
を
担
う
高
校
生
議
会
」

開
催 

 

12
月
16
日
、
綾
部
高
校
2
年
生

10
人
に
あ
や
べ
の
未
来
な
ど
に
つ
い

て
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議員名
一般

質問
① ②

搗頭久美子 ○ 賛成 賛成

吉崎　久 ○ 賛成 賛成

井田佳代子 ○ 賛成 賛成

中島　祐子 ○ 賛成 賛成

安藤和明 ○ 賛成 反対

片岡英晃 ○ 賛成 反対

本田文夫 ○ 賛成 反対

酒井裕史 ○ 欠席 欠席

藤岡康治 ○ 賛成 反対

高橋　輝 － 賛成 反対

渡辺弘造 ○ 賛成 反対

柳原秀一 ○ 賛成 反対

梅原哲史 ○ 賛成 反対

公明党 森　義美 ○ 賛成 反対

新政会 村上宣弘 － 賛成 反対

心友会 塩見麻理子 ○ 賛成 反対

副議長 種清喜之 － 欠席 欠席

議長 荒木敏文

日
本
共
産
党

民

政

会

創

政

会


